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９月１６日から１７日にかけ、千葉県木更津市で開催された第６２

回全国国保地域医療学会に参加してきました。参加者は、須藤管理者と

寒川看護部長、佐藤ナースと奥村ナース、事務長丸笹の５名です。 

全国国保学会は、国民健康保険診療施設関係者等が参集し、地域医療

と地域包括医療・ケアの実践の方策を探求するとともに、関係者の相互

理解と研さんを図ることを目的としています。メインは、各施設代表の

重圧を担い、準備と訓練を積み重ねた研究発表です。今学会では、２０

９の演題が発表されました。当院の沖津前管理者が学会長を務めた令

和元年の第５８回徳島学会では、２５６の演題が寄せられました。コロナ禍の影響で３年ぶりに開

催された学会ですので、数が減ったのは仕方のないことです。コロナ禍といえば、私は飛行機に乗

って上京するのは数年ぶりで、楽しみにはしていましたが、やはり感染の恐怖はありました。ただ、

飛行機から羽田空港到着ロビーに着いたとたん「感染対策をしながら経済を回す。」とはこういう

ことか、と実感しました。人出もすごいですが、家族連れ、恋人・友人同士、みんなが楽しそうで

す。いつまでもコロナを恐れていてはいけないという現実をみせつけられました。宿泊地の神奈川

県川崎から千葉県木更津までは、東京湾を横断するアクアラインを利用したのですが、学会二日目

の１７日は大渋滞。どうも、大規模な音楽イベントが木更津で開催されていたようで、大勢の方が

楽しんだようです。 
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話を学会に戻しますが、佐藤ナースは、ポスター発表といって

ロビーに掲示したポスターを見ながらの発表で、演題は「新型コ

ロナウィルス感染症に羅漢した患者の傾向と経過～軽症から重症

相当を受け入れた当院の場合～」で、昨年１月に初めてのコロナ

感染症患者を受け入れて以来の当院の対策と取り組みを発表しま

した。一方、管理者と私は口演発表といってパソコンの画面を見

ながらの発表でした。私の演題は、「サイバー攻撃のマスコミ対応

を経験して～危機管理広報を考える～」、管理者は、「サイバー攻

撃による電子カルテ停止を経験して」。昨年１０月末に発生し、約

２か月間に及んだランサムウェアによるサイバー攻撃の対応を報

告しました。佐藤ナースの発表は、初日の１６日。練習の成果もあって、発表時間もピッタリ。質

問もすっきりとこなし、練習の成果を発揮しました。管理者と私は、翌１７日の１０時から、情報

開示のセッションで発表しました。５名の枠でしたが、一人欠席でしたのでその方の分も利用しな

がら、二人ともたっぷりと時間をかけて復旧に向け苦闘した日々を訴えました。 

来年の学会は、令和５年１０月６日・７日、福井県福井市にて、コロナ超え今こそ羽ばたく地域

包括ケア～幸福の地に翔る不死鳥の如く～と題して開催されます。当院からも、全国国保の仲間と

の一員として、しっかりと当院の状況を報告すべく参加予定です。 

以上、安心と信頼そして地域と共に歩む半田病院に対し、引き続いての皆さまの温かいご支援と

ご理解、ご協力を切にお願いし、学会報告とします。 
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この度、新社会人となりました。4 階北病棟看護師の松本葵です。 

4 月に入職して緊張と不安の毎日でしたが先輩方が温かく迎えてくださ

り、優しくそして丁寧なご指導の下でたくさんの知識と技術を学ばせてい

ただいています。少しずつではありますが、環境・仕事にも慣れてきまし

た。まだまだわからないことばかりで、至らない点もたくさんありますが、

一つ一つできることを増やして一人前の看護師になれるように頑張って

いきたいと思います。4 階北病棟は笑顔あふれる病棟です。私も常に温かい気持ちと笑顔を忘れず、

患者様に寄り添い、納得のいく看護を務めていきたいと思います。また、誰からにも信頼され、頼

ってもらえるような看護師になりたいと思います。これから一生懸命頑張りますのでよろしくお願

いします。 
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※ご意見・ご要望がございましたら、ホームページ、または院内御意見箱までお願いします。 

つるぎ町立半田病院  〒779-4401 徳島県美馬郡つるぎ町半田字中藪 234-1  

Ｔｅｌ：0883-64-3145 Fax：0883-64-4138   ホームページ https://www.handa-hospital.jp/ 


